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題
箋
・
内
箱
蓋
箱
書

内
箱
墓
畏
箱
書

坤
巻
和
歌

乾
巻
題
辞

え
ど
し
じ
し
ょ
う
け
い
ず
か
ん

「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」

か
の
う
そ
せ
ん
あ
き
の
ぷ

狩
野
素
川
彰
信
（
一
七
六
五
＼
一八
二
六

ま
つ
だ
い
ら
さ
だ
の
ぷ

松
平
定
信
（
一七
五
八
＼一
八
二
九
）

ま
え
だ
と
し
つ
よ

前
田
利
幹
（
一
七
七
一
＼
一
八
三
六
）

市
河
米
庵
（
一七
七
九
＼一
八
五
八
）

か
も
す
え
た
か

賀
茂
季
鷹
（
一七五一
＼一
八
四
一
）

「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
の
詳
細

名
称

ふ
た
つ
の
箱
に
よ
っ
て
二
重
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

ヽ

し
た
い
。

る
。
絵
巻
は
、
黒
漆
塗
り
の
外
箱
、
そ
し
て
桐
の
内
箱
と
、

坤
の
巻
に
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い

「月
次
風
俗
図
」
の
一
種
。
乾
の
巻
に
一
月
か
ら
六
月
ま
で
、

四
時
勝
景
図
巻
」
は
質
・保
存
状
態
と
も
に
良
好
で
、
江
戸
の
「
月
次
風
俗
図
」

と
し
て
の
情
報
量
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
制
作
事
情
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
に
お
い
て
傑
出
し
た
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
概

要
の
紹
介
や
、
部
分
的
な
情
報
の
報
告
は
な
さ
れ
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
総

合
的
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
(l
)。
従
っ
て
、
改
め
て
全
体
像
を
こ
こ
で

紹
介
し
、
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」

絵
・
詞
書
・附
記

の
美
術
的
・歴
史
的
な
価
値
を
明
ら
か
に

「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
の
基
本
情
報

①
乾
巻
（
図
l
)

＊
学
芸
員

事
を
テ
ー
マ
に
か
か
げ
、
詞
書
き
と
絵
に
よ
っ
て
構
成
し
た

内
容

i

一月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
各
月
に
ひ
と
つ
の
江
戸
の
年
中
行

材
質
ぶ
祖
本
着
色

坤
巻

三
ニ
・七
cmx
-
一
六
七
・七
Cm

法
量

ぷ乾
巻

東
京
博
物
館
に
も
い
く
つ
か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
「
江
都

員
数
ぶ
立

・坤
の
二
巻

制
作
年
月
；
文
化
十
三
年
(
-
八
一
六

は
じ
め
に

日
本
画
の
伝
統
的
な
画
題
に
「
月
次
風
俗
図
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
江
戸

外
箱
蓋
覆
紙

不
詳

【
資
料
紹
介
】

狩
野
素
川
彰
信
筆
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」

外
箱
蓋
裏
箱
書

八
月

お
お
た
き
ん
じ
ょ
う

大
田
錦
城
（
一
七
六
五
ー
一八
二
五
）

＊
我
妻
直
美
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我妻 直美

（詞書）
【一月
】

【題
辞
】

【題
箋
】

実
に
昌
平
無
彊
の
盛
賀
と
ひ
ふ
べ
し
。」

東
叡
山
寛
永
寺
圃
頓
院
は
台
宗
開
基
天
海
僧
正

今
に
あ
た
り
て
三
百
列
侯
歳
首
登
城
は
日
下
ひ
る
ひ
な
し
。

（詞書）

- - 1  

門
繋
東
呉
萬
里
舟
。
萬
里
和
尚
の
言
正
に
相
符
号
せ
り
。

た
る
べ
し
と
い
え
り
。
其
詩
に
云
。
窓
含
西
嶺
千
秋
雪

古
詩
を
引
て
こ
の
地
を
祝
称
せ
り
。
此
地
必
す
繁
華

り゚

巧
匠
の
功
成
就
せ
る
時
に
京
師
五
山
の
萬
里
和
尚

左
の
方
の
鳥
居
は
牛
島
神
社
。
画
面
右
下
に
「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ

隷
た
り
。
其
は
し
め
長
禄
元
年
四
月
八
日
に
江
城

江
城
神
祖
に
属
し
奉
り
て
よ
り
今
の
大
城

た
る
と
。
祭
譜
二
月
は
し
め
午
日
。」

其
後
天
正
十
八
年
庚
寅
の
と
し
小
田
原
没
落
し
て

江
戸
の
大
城
は

「
江
都
四
時
勝
景
図
巻

「
以
是
画
史
」

後
花
園
院
の
御
宇
大
田
氏

道
灌
豊
島
郡
江
戸
荘
千
代
田
賓
田
等
の
村
落
を

城
地
と
し
長
禄
元
年
丁
丑
歳
に
其
功
を
竣
た
り
。

を
新
営
ま
し
ま
す
と
な
り
。
寛
正
年
の
地
図
を
按
る
に

今
の
大
城
の
地
は
い
に
し
へ
の
横
山
村
な
り
。
豊
島
郡
に

江
戸
駿
河
町
の
吊
商
三
井
某
か
由
縁
あ
り
而
享
保

八
年
癸
卯
の
と
し
再
建
し
て
清
社
と
な
せ
り
。
此
御
神

山
城
闘
伊
奈
利
山
に
現
ま
し
ま
し
て
五
穀
豊
祭
を

護
給
ふ
な
り
。
乃
ち
稲
荷
は
そ
の
地
名
に
好
字
を
鎮

（
絵
）
隅
田
川
東
岸
沿
い
に
あ
っ
た
三
囲
稲
荷
社
（
神
社
と
も
い
う
）
の
初
午

の
行
事
を
と
り
あ
げ
る
。
土
手
の
際
に
二
本
の
織
の
立
っ
て
い
る
鳥
居

が
見
え
る
が
、
こ
こ
が
三
囲
稲
荷
神
社
。
岸
辺
に
は
竹
屋
ノ
渡
が
あ
る
。

【三
月
】
（口絵
7)

東
叡
山
櫻
花

列
侯
登
城

比
既
に
参
詣
の
輩
神
供
を
さ
、
く
る
事
あ
り
。
其
後

ーゴ

十
二
月
行
事
略
記

郡
に
隷
す
。
其
創
建
は
い
ま
た
詳
に
考
す
。
元
禄
年
の

三
園
山
真
珠
院
延
命
寺
兼
帯
小
梅
の
鎮
坐
窮
飾

詞
書）

——• 

朱
文
方
印
「
花
月
」
「（
不明）
」

【二
月
】

三
園
山
倉
稲
魂
神
の
祭

「原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

乾」

た
大
名
達
が
集
ま
る
江
戸
城
の
大
手
御
門
付
近
を
描
く
。
画
面
右
下
に

（
絵
）
元
旦
に
諸
大
名
が
江
戸
城
に
登
城
し
、
将
軍
に
挨
拶
を
す
る
。
登
城
し

- 2 1 8 -
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狩野素川彰信筆「江都四時勝景図巻」

（詞書）
【四
月
】

—•• 
絶
を
極
め
た
り
。」

（
絵
）
上
野
の
山
の
花
見
を
描
く
。
画
面
左
か
ら
黒
門
、
山
王
杜
、
清
水
観
音

堂
、
下
馬
札
、
文
殊
楼
、
時
の
鐘
と
横
長
に
展
開
す
る
。
画
面
右
下
に

「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

二
十
八
間
。
夕
々
の
入
船
罷
時
な
し
。
朝
々
の
魚
市
其
繁
昌

こ
の
地
に
這
る
所
な
し
。
就
中
時
鳥
の
ふ
り
は
え
暗
わ
た
る
比
は

堅
魚
の
貴
き
こ
と
衆
魚
の
及
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
。
ま
た

漁
舟
の
競
ひ
も
他
魚
の
運
送
と
ハ
こ
と
に
異
な
り
け
り
。

さ
て
延
喜
の
式
に
堅
魚
膳
と
あ
る
は
今
の
堅
魚
節
な
る
へ
し
。

堅
魚
煎
汁
と
あ
る
は
今
の
そ
く
に
云
煮
取
な
る
べ
し
。
是
は

供
御
に
も
備
え
し
こ
と
の
な
る
へ
し
。
兼
好
法
師
か
呼
て
毒
魚

と
い
え
る
は
生
魚
を
さ
し
い
ふ
な
る
か
今
は
即
其
鮮

魚
を
貴
て
鯛
鑢
に
輸
た
り
。」

（
絵
）
日
本
橋
の
魚
河
岸
の
賑
わ
い
を
、
橋
の
南
側
か
ら
描
く
。
遠
く
に
富
士

日
本
橋
は
大
江
戸
の
中
央
な
り
。
は
し
の
長
南
北
凡

→ 
と
い
え
り
。
橋
の
長
九
十
六
間
。
葛
は
大
橋
と
い
え
り
。

両
国
は
し
は
萬
治
年
中
に
は
し
め
て
か
け
わ
た
す

【六
月
】
（口絵
8

れ
る
霊
樹
。
画
面
右
下
に
「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

五
月
、
九
月
の
一日
と
十
五
日
に
開
帳
が
あ
り
賑
わ
っ
た
。
画
面
左
に

山
と
江
戸
城
を
望
む
日
本
橋
の
上
に
、

（詞書）

ほ
と
と
ぎ
す
が
1
羽
飛
ん
で
い

の
古
松
婉
々
大
々
と
し
て
夏
月
暇
蔭
あ
り
。
其
南

（
絵
）
画
面
右
半
分
は
、
柳
島
の
法
性
寺
の
、
妙
見
大
菩
薩
界
隈
の
田
圃
風
景
。

植
え
た
ば
か
り
の
苗
に
梅
雨
の
雨
が
降
る
。
通
称
、
妙
見
様
は
正
月、

大
き
く
描
か
れ
る
松
は
、
「
影
向
松
」
と
い
っ
て
本
尊
が
降
り
た
と
言
わ

（詞書）

両
國
橋
納
涼

は
や
し
と
云
。」

日
本
橋
の
堅
魚
時
鳥

稲
田
は
う
ゑ
そ
め
て
よ
り
六
十
日
に
し
て
収
む
る
を

北
の
水
田
萬
畦
初
秩
の
翠
緑
い
と
め
て
た
し
。
凡

お
ほ
く
堂
宇
壮
麗
也
。
祭
膿
六
月
十
五
日
。
堂
前

蓋
し
瞼
應
あ
り
て
年
こ
と
に
信
仰
の
信
い
よ
／
＼

山
末
法
華
宗
也
。
境
内
に
妙
見
堂
あ
り
。
此
菩
薩

葛
飾
郡
柳
し
ま
十
間
川
妙
見
山
法
性
寺
ハ
真
間

品
種
も
数
等
あ
り
。
江
戸
賞
花
第
一
の
奇
観
奇

→ 

柳
島
初
秩

図
よ
り
ゆ
ふ
も
か
し
こ
し
。
山
中
の
桜
花
三
月
爛
漫
。
そ
の

【五
月
】

ま
も
り
天
下
泰
平
の
御
祈
願
所
な
り
。
そ
の
壮
懺
は

比
叡
山
延
暦
寺
を
う
つ
し
給
ひ
て
大
城
の
鬼
門
を

る
。
画
面
右
下
に
「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

即
慈
眼
大
師
也
。
後
水
尾
院
寛
永
年
中
草
建
。
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七
月

【

7
月
】

【題
箋
】

一む
か
し
ハ
遊
女
街
の
定
な
し
。
元
和
三
年
丁
已
の
と
し

下
に
「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

清
流
は
夏
月
納
涼
の
勝
境
也
。
夜
は
千
舟
萬
燈
殊
に

火
戯
商
船
絲
竹
管
絃
河
上
に
動
揺
し
両
岸
の
酒
罪

（
絵
）
両
国
橋
の
上
流
西
岸
か
ら
み
た
納
涼
風
景
。
手
前
に
難
波
橋
（
元
柳
橋
）

を
中
心
に
岸
辺
の
風
景
を
描
き
、
対
岸
に
堅
川
と
一
ッ
目
之
橋
が
見
え

る
構
図
。
納
涼
の
船
は
出
て
い
る
が
、
花
火
の
上
が
る
夜
景
で
は
な
い
。

「
文
化
十
三
丙
子
中
秋
狩
野
大
玄
斎
筆
」
「
狩
野
」
（
白
文
方
印
）
「狩
川

印」ヵ
（朱
文
壺
印
）

②
坤
巻
（
図
2)

新
吉
原
燈
籠

青
山
の
わ
た
り
に
の
み
あ
り
。」

（
絵
）
新
吉
原
が
六
月
末
か
ら
七
月
末
ま
で
燈
籠
を
飾
っ
て
賑
わ
う
様
子
を
描

く
。
日
本
堤
か
ら
入
口
の
高
札
場
、
見
返
り
柳
を
経
て
、
大
門
か
ら
入

る
構
図
。
軒
下
に
燈
籠
が
下
が
り
、
店
先
に
飾
り
物
が
並
ぶ
。
画
面
右

「江
都
四
時
勝
景
図
巻
坤
」

み
え
た
り
。
按
に
今
此
遺
制
ハ
荏
原
郡
矢
盛
庄

年
を
遂
て
其
数
お
ほ
し
。
流
星
人
魂
に
似
た
り
と

如
き
を
付
紙
を
張
燈
を
挙
遠
近
に
こ
れ
を
つ
く
る
。

民
家
今
夜
長
竿
を
立
て
其
末
租
に
燈
楼
物
の

の
明
月
記
を
み
る
に
寛
喜
二
年
七
月
十
四
日
近
年

「
原
明
」
（
朱
分
瓢
印
）

い
た
り
相
承
て
故
事
と
な
す
。
又
藤
原
定
家
卿

【乾
巻
末
素
川
落
款
】

後
堀
川
院
の
御
宇
寛
喜
年
の
前
後
に
起
り
今
に

な
り
ぬ
。
中
元
に
燈
火
を
前
に
ま
う
く
る
こ
と
は

画
面
右
下
に
「原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

禽
獣
花
草
を
設
て
燈
火
を
と
も
し
娼
門
の
壮
観
と

の
燈
籠
ハ
六
月
晦
日
よ
り
七
月
晦
日
ま
て
中
の
町
茶
屋
毎

瀧
泉
村
也
。
今
吉
原
の
西
北
に
瀧
泉
寺
あ
り
。
さ
て
吉
原

移
さ
れ
た
れ
は
新
よ
し
原
と
云
と
い
え
り
。
こ
の
地
も
と
ハ

茶
鄭
其
繁
錯
他
屈
に
た
く
ひ
な
し
。」

十
月
九
日
な
り
と
い
ふ
。
明
暦
――一
年
丁
酉
の
と
し
に
今
の
所
へ

五
町
全
く
建
並
ひ
た
る
は
寛
永
三
年
丙
寅
の
と
し

こ
と
ふ
き
て
吉
原
の
好
字
を
ゑ
ら
み
た
り
と
い
ふ
。

今
は
惹
飾
郡
を
武
蔵
に
隷
し
給
へ
る
也
。
浅
草
川
の

萩
の
沼
な
る
か
ゆ
ゑ
に
あ
し
原
と
い
ふ
へ
き
を
祝
ひ

下
総
両
国
の
介
な
る
に
よ
り
橋
の
名
に
も
負
せ
る
也
。

に
て
二
町
四
方
の
地
を
給
ひ
け
る
と
そ
。
此
所
ハ
澁

後
に
今
の
名
に
改
給
え
り
。
浅
草
川
は
む
か
し
武
蔵

三
月
傾
城
町
を
一
ケ
所
に
定
め
ら
れ
今
の
堺
町
の
わ
た
り
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是
等
の
説
月
を
翫
の
正
意
な
る
べ
し
。」

（
絵
）
海
に
面
し
た
高
輪
界
隈
で
の
仲
秋
の
名
月
の
様
子
を
描
く
。
手
前
に
大

木
戸
の
土
塁
、
画
面
左
側
の
海
上
の
空
に
満
月
が
見
え
る
。
画
面
右
下

（詞書）

も
て
水
ハ
金
を
得
て
盛
也
。
月
ハ
秋
に
因
て
更
に
清
し
。

大
井
村
の
わ
た
り
ま
て
を
さ
し
て
の
惣
名
な
り
。

し
て
玄
宗
皇
帝
八
月
十
五
日
夜
楊
貴
妃
と
大
液
池

に
の
そ
む
て
月
を
見
け
る
時
に
蘇
迎
・李
封
な
と
、

水
の
精
也
。
秋
は
金
の
気
也
。
金
水
性
相
生
五
行
。
其

事
を
分
れ
ハ
則
ち
天
地
の
相
感
す
る
こ
と
各
類
を

よ
し
ミ
ヘ
た
り
。
是

本
朝
の
地
主
神
な
り
。
祭
幡

十
日
旅
出
の
祭
膿
あ
り
。
さ
て
羅
山
先
生
「神
社
考
」

尚
辱
ぬ
へ
し
。」

（
絵
）
隔
年
の
九
月
に
行
わ
れ
た
神
田
明
神
の
祭
礼
の
行
列
が
、
筋
違
御
門
を

抜
け
た
と
こ
ろ
を
江
戸
城
側
か
ら
描
く
。
画
面
中
央
の
橋
は
昌
平
橋
で
、

ち
ょ
う
ど
山
車
の
後
ろ
に
神
田
明
神
の
鳥
居
と
屋
根
、
そ
の
左
に
は
湯

島
聖
堂
の
本
堂
の
屋
根
が
見
え
る
。画
面
右
下
に
「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印

こ
と
は
荒
井
嘉
敦
神
社
暑
記
等
に
み
え
た
れ
は

月
を
も
て
あ
そ
ふ
に
良
夜
と
す
。
ま
た
按
る
に
月
は

大
己
貴
命
右
殿
は
将
門
の
霊
な
り
と
い
え
り
。
詳
な
る

十
三
日
は
婁
宿
な
り
。
此
宿
清
明
な
る
か
ゆ
ゑ
に

け
り
。
ま
た
或
ハ
い
ふ
。
神
田
に
祭
る
神
二
坐
左
殿
は

な
き
。
兼
好
法
師
か
「
徒
然
草
」
に
八
月
十
五
日
九
月

是
よ
り
し
て
群
書
皆
将
門
の
霊
社
と
な
す
は
違
へ
り

見
る
月
な
れ
と
こ
の
月
の
今
宵
の
月
に
似
る
月
そ

白
井
宗
因
「
神
社
啓
蒙
」
等
に
平
将
門
の
霊
を
祭
る
と
云
。

白
髪
生
。
「
績
古
今
集
」
に
天
履
の
御
歌
に
月
こ
と
に

嵯
峨
天
皇
御
製
に
明
月
年
々
不
改
色
看
人
歳
々

当
社
の
地
主
神
な
り
と
い
え
り
。
毎
年
六
月
五
日
七
日

い
る
人
の
禁
中
に
て
此
夜
文
酒
を
催
す
。
本
朝
二
而
ハ
は

ヽ
え
た
り
。
此
末
社
に
午
頭
天
王
三
社
あ
り
。
こ
れ
則

九
月
十
五
日
。
神
事
能
の
事
ハ
「
落
穂
集
」
に
く
わ
し
く

十
五
夜
に
月
を
賞
観
せ
し
は
李
唐
の
世
よ
り
盛
に

神
代
記
に
大
国
主
神
を
国
作
大
己
貴
命
と
号
し
奉
る

北
條
氏
綱
・
上
杉
朝
興
合
戦
あ
り
し
所
也
。
さ
て
八
月

冗和
二
年
丙
辰
の
と
し
に
こ
、
に
移
し
給
へ
る
な
り
。

即
湯
島
な
り
。
は
し
め
は
神
田
橋
内
に
あ
り
し
を

芝
田
町
今
の
高
輪
白
金
憂
町
二
本
榎
品
川

神
田
神
社
に
齋
神
は
大
已
貴
命
な
り
。
今
の
地
ハ

高
縄
も
高
縄
手
の
下
略
也
。
む
か
し
高
縄
か
原
と
い
ふ
ハ

詞書）

今
の
高
輪
は
「
寛
正
地
図
」
に
高
縄
に
つ
く
る
。

--＿l  

【八
月
】
（口絵
9)

高
縄
望
月

【九
月
】

一
神
田
神
社
の
祭

に
「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。
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詞書）

- - -l  

歌
舞
伎
芝
居
を
ね
か
ひ
て
中
橋
に
建
。
市
村

五
年
壬
寅
の
と
し
平
公
雅
武
蔵
守
た
る
時
に

中
村
勘
三
郎
か
芝
居
は
寛
永
元
年
甲
子
の
と
し
に

誓
願
日
々
お
ほ
く

両
町
戯
場

安
置
し
け
る
か
毎
に
大
慈
の
瞼
應
あ
り
け
れ
は

【十
一
月
】

朱
文
瓢
印
あ
り
。

推
古
天
皇
三
十
六
年
戊
子
の
と
し
三
月
十
八
日
進
中

当
寺
に
安
し
給
へ
る
観
音
大
士
の
霊
像
は

詞
書

-- T  

浅
草
市

金
龍
山
浅
草
寺
伝
法
院
は
寛
永
寺
末
な
り
。

【十
二
月
】
（口絵
11)

御
門
外
に
か
、
り
火
を
焚
せ
給
ふ
も

の
登
城
も
け
た
し
こ
、
に
も
と
つ
く
な
ら
ん
。
こ
の
夜

明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

丙
子
山
猪
を
献
す
る
こ
と
有
と
み
え
た
り
。
今
列
侯

意
こ
れ
に
ち
か
し
。
書
紀
に

「
達
生
録
」
云
。
十
月
亥
日
餅
を
食
て
病
を
郁

要
略
」
に
「
群
書
隆
集
」
を
引
て
云
。
十
月
亥
日
餅
を
食
て

大
手
・桔
梗
の
両

朝
家
亥
日
餅
を

崇
神
天
皇
十
月

必
故
実
あ
る
へ
し
。
其
燎
炎
人
の
眉
毛
を
弁
す
べ
し
。」

（
絵
）
十
月
亥
の
日
の
将
軍
拝
謁
を
終
え
、
桔
梗
門
を
通
っ
て
大
名
が
帰
っ
て

い
く
下
城
風
景
を
描
く
。
行
事
の
一環
で
あ
る
焚
き
火
が
中
央
に
燃
え

て
い
る
。
画
面
右
が
桔
梗
御
門
（
内
桜
田
門
）
で
、
背
景
は
右
か
ら
寺

沢
櫓
、
蓮
池
巽
櫓
、
蓮
池
二
重
櫓
と
な
る
。
画
面
右
下
に
「
原
明
」
の

宇
左
衛
門
か
芝
居
ハ
寛
永
十
年
癸
酉
の
と
し
に
村
山

又
三
郎
歌
舞
伎
芝
居
を
ね
か
ひ
村
山
九
郎
右
衛
門
と

後
に
今
の
葺
屋
町
・堺
町
へ
う
つ
さ
る
、
也
。
事
は

詳
に
野
破
談
江
戸
砂
子
等
に
ミ
え
た
り
。
十
一
月

時
の
所
因
に
傲
た
る
な
る
へ
し
。」

（
絵
）
葺
屋
町
堺
町
の
芝
居
町
界
隈
の
風
景
。
日
本
橋
の
方
を
背
に
し
て
、
堀

を
越
え
る
か
た
ち
で
芝
居
町
の
賑
わ
い
を
描
く
。
右
の
橋
は
親
仁
橋
で
、

駕
篭
を
囲
ん
で
大
騒
ぎ
を
し
て
い
る
一
団
が
い
る
。
画
面
右
下
に
「
原

宮
戸
川
の
洋
に
網
を
張
け
る
時
其
霊
像
あ
ミ
の

中
に
か
、
り
て
現
れ
た
り
。
は
し
め
草
庵
を
結
ひ
て

朱
雀
天
皇
の
御
宇
天
慶

以
て
玄
猪
と
名
つ
く
。
上
古
ハ
十
月
猪
肉
を
用
ひ
し

万
病
を
除
と
有
。
今
按
る
に

朔
日
に
顔
見
せ
と
て
場
を
開
き
し
ハ
其
創
業
の

詞書）
【十
月
】

一
あり。

玄
猪
登
城

「政事

広
名
題
に
て
市
村
宇
左
衛
門
彦
作
座
元
な
り
。
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【坤
巻
末
素
川
附
記
】

【和
歌
】

利幹」 見
む

う
つ
し
絵
は

「
狩
野
素
川
所
画
江
戸
名
勝
図
二
巻
森
川
氏
所
蔵

ま
た
十
二
月
十
七
日
十
八
日
年
の
市
と
て
終
夜
と
も

（
絵
）
雪
景
色
の
浅
草
寺
年
の
市
を
描
く
。
隅
田
川
沿
い
の
駒
形
堂
の
賑
わ
い

を
中
心
と
し
て
、
参
道
が
左
へ
の
び
、
浅
草
寺
の
雷
門
、
仁
王
門
、
本

堂
の
屋
根
が
遠
く
に
見
え
る
。
画
面
後
方
に
小
さ
く
見
え
る
橋
は
吾
妻

「
東
路
の
名
所

神
社
の
事
聯
我
と
し
な
み
見
間
す
る
所
の

暗
記
を
し
る
し
て
巻
尾
に
書
付
ん
よ
る
な
り

箱
等
の
詳
細

【内
箱
蓋
箱
書
】

【内
箱
蓋
裏
箱
書
】

【外
箱
蓋
裏
箱
書
】

季鷹」

か
き
り
な
く

う
つ
し
画

い
く
万
代
も

手
に
と
り
て
見
る
是
の

「
ま
す
鏡
う
つ
れ
は
か
は
る

一歳
を

お
ほ
き

「
江
都
四
時
勝
景
図

二
軸」

橋
。
画
面
右
下
に
「
原
明
」
の
朱
文
瓢
印
あ
り
。

2
 「

大
玄
齋
」
（
白
文
方
印
）
「
藤
原
彰
信
」
（
朱
文
方
印
）

狩
野
素
川
藤
原
彰
信
書
画
」

會
繋
す
る
所
に
商
子
の
あ
つ
ま
る
を
い
ふ
な
り
。」

神
事
地
誌
の
学
に
望
さ
れ
は
徒
に
筆
を
ぬ
ら
す
の
み
。

正
月
の
ま
う
け
の
具
を
売
な
り
。
惣
て
市
ハ
人
の

事
の
た
か
へ
る
は
み
る
人
尚
改
給
へ
。
我
も
と
よ
り

よ
る
な
る
へ
し
。
蓑
ハ
即
漁
者
腰
み
の
、
縁
に
よ
る
か
。

毎
年
三
月
十
八
日
蓑
市
あ
り
。
正
に
霊
像
出
現
の
日
に

み
つ
か
ら
製
す
る
所
也
。
事
の
序
な
れ
は
名
勝
及

さ
れ
と
今
の
輻
軽
轟
然
た
る
に
し
て
時
あ
ら
ん
。

こ
の
十
二
月
行
事
の
図
は
森
川
氏
需
に
応
し
て

信
仰
増
お
ほ
く
人
迦
絶
る
こ
と
な
し
と
い
え
り
。

- -1  

附
記

其
堂
を
建
て
彼
の
霊
像
を
安
置
し
け
る
に

「
原
明
」
（
朱
文
瓢
印
）
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「
月
次
風
俗
図
」
と
し
て
の
位
置
付
け

也
翌
不
亦
佛
乎

【外
箱
蓋
覆
紙
】江

都
四
時
勝
景
図

末

表
題
箱
書
上
書

十
二
月
行
吉
姦
略
記

外
箱
裏
文

市
河
三
亥
書

太
田
才
介
」

二
、
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
の
特
徴

「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
「
月
次
風
俗
図
」

の
一
種
で
あ
る
。
「
月
次
風
俗
図
」
と
は
、

内
筐
和
歌
賀
茂
季
阻

一
年
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
月
や
季
節

狩
野
素
川
書

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

軸

か
れ
て
い
る
こ
と

狩
野
素
川
筆

富
山
侍
従
菅
原
利
幹
公

「
序
白
川
少
将
楽
翁
源
定
信
公

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
各
月

に
一
画
題
を
あ
て
は
め
て
完
成
さ
せ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
こ
の
絵
巻
に
は
、

一点
目
は
、
描
か
れ
て
い
る
十
ニヶ
月
分
の
行
事
や
土
地
が
、
江
戸
の
ど
こ

を
描
い
た
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な
年
中
行
事
も
し
く
は
季
節
の
風
物
詩
を
描
い

以
前
か
ら
筆
者
は
「
月
次
風
俗
図
」
、
と
り
わ
け
〈
江
戸
の
〉
「
月
次
風
俗
図
」

（以下、
「江
戸
月
次
風
俗
図
」
と
称
す
る
。）
と
い
う
も
の
に
関
心
を
持
っ
て

き
た
。「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
を
理
解
す
る
一
助
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
筆
者

が
独
自
に
使
用
し
て
き
た
〈江
戸
の
〉
と
区
別
す
る
基
準
を
掲
げ
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
①
描
か
れ
て
い
る
行
事
が
江
戸
固
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と

戸
幕
府
の
行
事
が
入
っ
て
い
る
こ
と

②
江

③
江
戸
名
所
な
ど
、
江
戸
の
土
地
が
描

④
明
ら
か
に
江
戸
の
風
俗
を
得
意
と
し
て
い
る
絵
師
が
描

の
四
点
で
あ
る
。
こ
の
基
準
に
の
っ
と
っ
て
「
江
都

四
時
勝
景
図
巻
」
を
眺
め
れ
ば
、
本
絵
巻
が
題
箋
に
違
わ
ず
、
「
江
戸
月
次
風

俗
図
」
の
基
準
を
十
二
分
に
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

し
か
し
実
際
は
、
本
絵
巻
ほ
ど
「
江
戸
」
と
い
う
地
域
性
を
前
面
に
押
し
出

し
た
「
月
次
風
俗
図
」
は
極
め
て
少
な
い
。
以
前
筆
者
は
二
十
点
以
上
の
「
江

戸
月
次
風
俗
図
」
を
年
代
順
に
並
べ
た
上
で
、
月
ご
と
の
画
題
を
整
理
・分
析

し
た
こ
と
が
あ
る
(2
)。
そ
の
結
果
、
一
年
十
ニ
ヶ
月
に
描
か
れ
た
行
事
の
場

所
が
江
戸
の
ど
こ
か
は
っ
き
り
わ
か
り
、
且
つ
具
体
的
な
行
事
名
や
事
象
が
確

認
で
き
た
の
は
、
管
見
の
限
り
本
絵
巻
以
外
に
該
当
す
る
も
の
は
無
か
っ
た

（
い
さ
さ
か
制
作
意
図
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
全
て
を
同
列
に
は
考
え
ら
れ
な

文
政
二
年
巳
卯
猛
秋
錦
老
人
識
」
「
元
貞
」
（
白
文
方
印

た
も
の
か
、
全
て
特
定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

壮
然
不
賓
珠
玉
而
賓
書
画
是
亦
一
世
之
所
希
観

三
絶
突
是
亦
一
時
之
鳴
賓
也
森
川
氏
富
冠
千
城

楽
翁
老
公
跛
其
首
戸
山
菅
公
以
和
歌
祓
其
尾
可
謂

多
く
の
「
月
次
風
俗
図
」
と
は
異
な
る
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

民
四
時
妍
遊
之
楽
可
坐
而
観
癸
是
亦
臥
遊
之
具
也

也
城
郭
御
衛
之
壮
麗
神
祠
佛
院
之
雄
佛
及
士

の
年
中
行
事
を
取
り
あ
げ
て
描
い
た
も
の
で
、
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あ
る
が
、
肉
筆
画
で
こ
の
よ
う
な
構
成
は
見
当
た
ら
な
い
。

い
の
で
あ
る
が
、
版
本
ま
で
対
象
を
広
げ
る
と
享
和
四
年
〈
一
八
01――〉の歌

川
豊
広
画
『
絵
本
東
童
郎
』

一
点
が
確
認
で
き
た
。）。
他
の
も
の
は
一年
の
う

ち
の
数
ヶ
月
分
、
た
と
え
ば
王
子
稲
荷
の
初
午
、
上
野
の
花
見
、
隅
田
川
の
花

火
、
高
輪
の
月
見
、
芝
神
明
の
生
姜
市
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
江
戸
月
次
風
俗
図
」

と
わ
か
る
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
時
代
が
く
だ
る
に
つ
れ
て
、
江
戸
初
期
に

は
無
か
っ
た
新
し
い
江
戸
の
名
所
や
行
事
を
織
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
工
夫
は

な
さ
れ
て
お
り
、
十
ニ
ヶ
月
全
て
が
江
戸
の
も
の
と
特
定
で
き
な
く
て
も
、

「
江
戸
月
次
風
俗
図
」
と
み
な
し
う
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
普
通

に
「
江
戸
月
次
風
俗
図
」
を
描
く
の
で
あ
れ
ば
、
数
ヶ
月
分
だ
け
江
戸
の
個
性

を
出
せ
ば
十
分
事
足
り
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
絵
巻

が
曖
昧
な
画
題
を
許
さ
ず
、
毎
月
毎
月
徹
底
的
に
江
戸
の
行
事
と
土
地
を
描
い

て
い
る
こ
と
が
、
逆
に
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
丁
寧
な
詞
書
の
存
在
で
あ
る
。
詞
書
と
絵
で
構
成
さ
れ
て
い
る

絵
巻
物
は
日
本
の
伝
統
的
な
表
現
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
物
語
絵
で
は
な

く
て
「
月
次
風
俗
図
」
と
い
う
画
題
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
体
裁
を
と
る
も

の
は
珍
し
い
。
元
禄
四
年
（
一六
九
一）
の
菱
川
師
宣
画
『
月
次
の
あ
そ
ひ
』

や
先
述
の
『
絵
本
東
童
郎
』
等
、
版
本
な
ら
絵
と
説
明
文
と
い
う
構
成
も
ま
ま

ま
た
さ
ら
に
詞
書
の
内
容
も
絵
に
描
か
れ
た
行
事
や
場
所
の
故
事
来
歴
を
検

証
す
る
よ
う
な
、
大
変
折
り
目
正
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
目
を
ひ
く
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
江
戸
の
初
期
に
ま
で
潮
る
か
、
あ
る
い
は
古
典
の
世
界
に
ま

で
視
野
を
広
げ
て
各
月
の
行
事
や
名
所
に
関
す
る
歴
史
を
語
っ
て
い
る
。
か
つ

て
新
興
都
市
江
戸
は
、
語
る
に
足
る
歴
史
を
持
っ
た
名
所
は
数
力
所
し
か
無
か

っ
た
。
せ
い
ぜ
い
隅
田
川
や
梅
若
塚
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
で
は
、
振
り

返
る
こ
と
の
出
来
る
歴
史
や
ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
を
有
す
る
場
所
と
し
て
、
江

戸
独
自
の
年
中
行
事
の
舞
台
と
し
て
、
十
ニ
ヶ
月
分
も
の
名
所
を
揃
え
ら
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
こ
と
が
本
絵
巻
の
詞
書
を
読
む
と
よ
く
わ
か
る
。
本
絵
巻
の
詞

戸
の
行
事
や
名
所
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
と
同
時
に
、
江
戸
の
歴
史
を
も
知
る

こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そして――
一点
目
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
の
が
、
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」

全
体
に
み
ら
れ
る
質
の
良
さ
、
品
の
良
さ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
絵
巻
を

語
る
上
で
こ
の
点
を
軽
ん
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

質
の
良
さ
は
、
ま
ず
絵
に
使
わ
れ
て
い
る
絵
の
具
の
発
色
の
美
し
さ
や
、
金

泥
を
二
種
類
使
用
し
て
い
る
点
な
ど
随
所
に
う
か
が
え
る
。
絵
の
具
は
ど
の
色

も
冴
え
て
お
り
高
価
な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
金
泥
は
二

種
類
の
色
を
効
果
的
に
使
い
分
け
て
画
面
に
趣
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
詞
書
の

書
か
れ
て
い
る
料
紙
も
、
二
種
類
の
金
泥
に
よ
っ
て
季
節
の
草
花
や
樹
木
、
そ

し
て
横
線
や
波
線
の
模
様
が
美
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
と
て
も
丁
寧
な
仕
上
が

り
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
料
紙
の
図
柄
を
見
て
い
く
と
、
興
味
深
い
こ
と
に

一月
か
ら
二
月
へ
、
二
月
か
ら
三
月
へ
、
と
図
様
が
繋
が
っ
て
お
り
、詞
書
の
料

紙
は
も
と
も
と
連
続
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
七
月
と
八
月

の
間
だ
け
は
図
様
の
継
続
性
が
無
く
、
き
れ
い
に
花
模
様
が
途
切
れ
て
い
る
の

で
、
恐
ら
く
詞
書
の
料
紙
は
二
枚
用
意
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
料

紙
に
描
か
れ
て
い
る
植
物
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
二
十
三
種
ほ
ど
に
な
る
が
、
季
節

に
関
係
な
く
ば
ら
ば
ら
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
料
紙
に
描
か
れ
た
植
物
の

書
は
、
一
種
の
風
俗
画
で
あ
る
こ
の
絵
巻
を
楽
し
む
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
江
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さ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一人
一
人
は
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
画
面
全

い
た
よ
う
に
し
か
み
え
な
い
。

季
節
と
絵
巻
の
画
題
の
季
節
を
一
致
さ
せ
る
意
図
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。品
の
良
さ
は
、
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
が
、
庶
民
の
風
俗
を
た
く
さ
ん
描

い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
空
気
に
全
く
人
々
の
汗

の
臭
い
や
埃
の
臭
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
七

月
の
吉
原
の
風
景
に
は
遊
里
独
得
の
猥
雑
さ
は
み
じ
ん
も
感
じ
ら
れ
な
い
し
、

十
一月
の
顔
見
世
の
賑
わ
い
振
り
も
、
静
か
な
町
中
の
ご
く
一
部
の
騒
動
を
描

理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
描
か
れ
て
い
る
人
間
が
か
な
り
小

体
か
ら
み
る
と
い
か
に
も
小
さ
く
、
数
も
少
な
く
見
え
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
よ

っ
て
画
面
全
体
か
ら
人
間
の
臭
い
が
薄
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
人
物
表
現
自
体
が
、
い
ず
れ
も
野
卑
な
と
こ
ろ
の
無
い
す
っ
き
り
と
し
た

容
貌
で
描
か
れ
て
い
る
。
由
緒
あ
る
狩
野
派
の
表
絵
師
、
浅
草
猿
谷
町
代
地
狩

野
家
の
当
主
が
描
い
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。
次
に
各
年
中
行
事
の
背
景
と
な

っ
た
場
所
や
地
域
に
対
す
る
、
大
変
生
真
面
目
な
描
写
態
度
が
あ
る
。
風
俗
描

写
に
気
を
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
丁
寧
に
そ
の
土
地
の
特
徴
を
捉
え
た
表
現
は
、

堅
実
で
客
観
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
た
と
え
ば
大
名
が
登
城
す
る
行
事
が
ふ
た

つ
描
か
れ
て
い
る
が
、
背
景
と
な
る
江
戸
城
の
堀
や
櫓
や
門
等
の
建
築
物
の
様

子
は
少
々
退
屈
な
く
ら
い
正
確
で
あ
る
し
、
三
月
の
東
叡
山
は
建
築
物
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
下
馬
札
も
き
ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
驚
か
さ
れ
た
の
は

九
月
の
神
田
明
神
の
祭
礼
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
画
面
上
部
に
描
か
れ
た
霞

の
上
か
ら
小
さ
く
見
え
る
の
は
神
田
明
神
の
烏
居
と
湯
島
の
聖
堂
の
屋
根
で
あ

る
が
、
画
面
右
に
大
き
く
描
か
れ
る
筋
違
御
門
と
の
地
理
関
係
を
上
手
く
処
理

し
た
上
で
、
祭
礼
の
主
役
で
あ
る
神
田
明
神
の
社
を
そ
の
山
車
の
背
後
に
描
き
、

さ
ら
に
湯
島
と
い
う
土
地
を
代
表
す
る
聖
堂
の
屋
根
を
ち
ら
り
と
見
せ
る
。
こ

現
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
検
証
的
な
詞
書
の
姿
勢
と

さ
て
最
後
に
四
点
目
の
特
徴
と
し
て
、
本
絵
巻
の
一
画
面
が
、
通
常
の
絵
巻

の
画
面
に
比
べ
て
か
な
り
横
に
長
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
通

常
鑑
賞
に
適
し
た
絵
巻
の
一
画
面
の
長
さ
は
、
だ
い
た
い
成
人
が
両
腕
を
普
通

に
開
い
て
広
げ
ら
れ
る
範
囲
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
巻
は
そ
れ
よ
り
も

は
る
か
に
一
画
面
が
長
い
。
そ
れ
を
最
大
限
利
用
し
て
特
定
の
場
所
を
描
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
四
月
の
日
本
橋
の
場
面
な
ど
は
、
横
に
長
く
展
開
で
き
た
か

ら
こ
そ
、
川
沿
い
の
魚
河
岸
の
様
子
か
ら
日
本
橋
、
そ
の
袂
の
高
札
場
、
そ
し

て
遠
く
江
戸
城
、
富
士
山
ま
で
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
七
月
も
、
新

吉
原
に
至
る
日
本
堤
の
長
い
道
を
描
く
余
裕
が
で
き
た
し
、
八
月
の
高
輪
望
月

で
は
、
月
明
か
り
に
満
ち
た
高
輪
の
海
を
情
緒
た
っ
ぷ
り
に
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
と
い
う
都
市
の
場
所
や
地
域
、
年
中
行
事
に
対
す
る

表
現
意
欲
が
非
常
に
高
い
制
作
者
が
、
あ
え
て
画
面
を
横
に
長
く
と
る
こ
と
に

よ
って
、
年
中
行
事
の
舞
台
と
な
っ
た
各
名
所
を
正
確
に
描
こ
う
と
し
た
結
果

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
空
間
の
ゆ
と
り
が
、

画
面
全
体
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
気
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
ま
た

品
の
良
さ
へ
と
結
び
付
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
は
、
「月
次
風
俗
図
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま

も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
構
図
は
、
こ
の
士
地
の
性
格
、
行
事
の
意
味
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
者
の
表
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ると、
い
ず
れ
も
幕
府
に
密
接
に
関
わ
る
立
場
の
人
物
か
、
当
代
一
流
の
学
者

で
あ
る
。
絵
と
詞
書
の
筆
者
で
あ
る
狩
野
素
川
彰
信
が
幕
府
の
奥
絵
師
の
当
主

で
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
(3
)、
松
平
定
信
と
前
田
利
幹
は
大
名
、
と
り
わ

け
定
信
は
老
中
首
座
ま
で
つ
と
め
た
幕
府
の
重
鎖
で
あ
り
、
市
河
米
庵
は
江
戸

後
期
を
代
表
す
る
書
家
で
幕
府
の
儒
臣
の
子
、
賀
茂
季
鷹
は
京
都
か
ら
二
十
年

ほ
ど
江
戸
に
下
っ
て
い
た
和
歌
・狂
歌
を
得
意
と
す
る
国
学
者
で
、
大
田
錦
城

知
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
高
い
教
養
と
知
識
を
身
に
付
け
た

江
戸
の
文
化
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

は
考
証
学
と
儒
学
で
知
ら
れ
た
学
者
で
あ
る
。
そ
し
て
定
信
が
茶
人
と
し
て
も

「江都
四
時
勝
景
図
巻
」
の
制
作
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
々
を
振
り
返
っ
て
み

2
 

薄
め
、
そ
の
代
わ
り
江
戸
の
名
所
と
行
事
を
絵
と
文
章
で
正
確
に
写
し
取
る
こ

と
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
独
特
の
風
情
を
持
っ
た
絵
巻
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
の
絵
巻
は
風
俗
画
と
し
て
は
少
々
も
の
足
り
な
い
が
、
十
ニ
ヶ
月
分

の
主
題
を
全
部
使
い
切
っ
て
、
十
九
世
紀
の
江
戸
な
ら
で
は
の
年
中
行
事
と
名

所
を
的
確
に
取
り
あ
げ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
非
常
に
完
成
度
の
高
い

で
は
、
こ
の
よ
う
に
個
性
的
で
上
質
な
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
は
ど
の
よ

う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
冒
頭
か
ら
詳
し
く
紹
介

し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
絵
巻
の
制
作
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
の
事
情
は
明
る

い
。
次
に
、
こ
の
絵
巻
が
誕
生
し
た
背
景
を
さ
ぐ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

制
作
背
景

「江戸
月
次
風
俗
図
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

れ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
風
俗
図
の
命
で
あ
る
俗
人
的
な
臭
い
を
極
力

ま
た
素
川
の
附
記
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
絵
巻
は
〈
森
川
氏
〉
の
注

文
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
制
作
さ
れ
た
三
年
後
の
文
政
二
年
（
一

八
一九
）
に
、
錦
城
が
外
箱
蓋
裏
に
書
い
た
書
付
を
読
ん
で
も
「
江
都
四
時
勝

景
図
巻
」
が
〈
森
川
氏
〉
な
る
人
物
が
所
蔵
し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
森
川
氏
と
は
、
岡
野
智
子
氏
の
論
考
「
酒
井
抱
一
下
絵
「
蔓
梅
擬
目
白
蒔
絵

軸
盆
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
画
家
・蒔
絵
師
と
豪
商
の
接
点
ー
」
に
よ
れ
ば
、
幕
府
の

勘
定
所
御
用
達
も
勤
め
た
神
田
佐
久
間
町
の
材
木
商
森
川
家
の
こ
と
で
あ
る
(4
)。

こ
の
絵
巻
は
、
幕
府
か
ら
も
一目
置
か
れ
て
い
た
豪
商
森
川
家
の
た
め
に
、
幕

府
奥
絵
師
の
素
川
が
絵
筆
を
ふ
る
い
、
当
時
最
高
の
文
化
人
た
ち
が
協
力
し
て

制
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
森
川
家
の
当
主
も
、
当
然
こ
れ
ら
の
人
々
と
対
等

に
交
際
で
き
る
だ
け
の
教
養
も
富
も
あ
る
文
化
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
の
質
の
良
さ
、
品
の
良
さ
は
、
そ
の
よ
う
な
世

こ
の
よ
う
に
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
が
制
作
さ
れ
た
環
境
が
は
っ
き
り
し

て
み
る
と
、
大
名
行
列
と
江
戸
城
と
い
う
、
画
題
と
し
て
は
地
味
な
行
事
が
正

月
と
十
月
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
理
由
も
わ
か
る
。
巻
頭
に
目
出
度
い
だ
け
の
正

月
風
俗
を
持
っ
て
く
る
よ
り
も
元
旦
の
登
城
風
景
を
配
し
た
方
が
、
彼
ら
に
と

っ
て
は
よ
り
自
然
な
選
択
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
月
の
玄
猪
の
登
城
も
、

幕
府
の
権
威
を
表
す
行
事
と
し
て
同
様
の
思
い
で
選
択
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
も
っ
と
も
江
戸
の
十
月
の
月
次
絵
と
し
て
一番
作
例
が
多
い
の
は
商
家
を

中
心
と
し
た
行
事
の
恵
比
須
講
な
の
で
、
豪
商
森
川
家
発
注
の
「
月
次
風
俗
図
」

で
あ
れ
ば
恵
比
須
講
を
画
題
と
し
た
方
が
相
応
し
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
し
か
し
よ
く
見
て
み
る
と
、
正
月
は
明
ら
か
に
登
城
す
る
時
の
様
子
を
描

界
を
出
自
と
す
る
も
の
の
み
が
持
つ
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

謁
を
終
え
た
大
名
達
の
下
城
風
景
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
簿
墨
を
用

い
て
暗
く
沈
む
よ
う
に
屋
根
や
樹
木
を
描
い
て
い
る
こ
と
、
御
門
前
の
焚
き
火

が
赤
々
と
燃
え
、
高
張
り
提
灯
が
あ
ち
こ
ち
に
描
か
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、

こ
れ
が
日
暮
れ
時
で
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
十
ニ
ヶ
月
の
中
に
単

純
に
ふ
た
つ
も
登
城
行
事
が
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
上
巻
に
あ
た
る

乾
巻
で
は
朝
の
登
城
風
景
が
、
下
巻
に
あ
た
る
坤
巻
で
は
夕
闇
せ
ま
る
下
城
風

景
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
登
城
行
事
が
2
回
も
入
っ
て
い
る

一
見
す
る
と
幕
府
行
事
に
重
き
を
置
い
た
が
た
め

の
単
調
な
選
択
と
も
思
え
る
が
、
よ
く
見
れ
ば
対
照
的
な
条
件
を
積
み
重
ね
た

絶
妙
な
構
成
だ
と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
に
無
難
な
恵
比
須
講
で
は
な
く
玄
猪
の

登
城
と
い
う
行
事
を
、
し
か
も
夕
刻
の
下
城
風
景
と
い
う
他
に
例
の
無
い
情
景

を
描
い
た
発
想
に
こ
そ
、
こ
の
制
作
集
団
の
持
つ
幕
府
へ
の
畏
敬
の
念
や
、
絵

画
制
作
に
対
す
る
高
度
な
企
画
力
と
い
う
も
の
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る

と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
次
に
考
え
て
み
た
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
の
上
流
社
会
に
属

す
る
文
化
人
た
ち
、
と
り
わ
け
幕
府
と
は
縁
の
深
い
人
々
が
「
江
都
四
時
勝
景

図
巻
」
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
「
月
次
風
俗
図
」
に
は
、
〈
も
う
ひ
と
つ
の
主
題
〉
が
見
出

せ
る
と
い
う
説
を
提
出
し
て
い
る
(5
)。
「月
次
風
俗
図
」
を
制
作
す
る
に
は
、

各
月
に
い
く
つ
も
あ
る
行
事
の
中
か
ら
、
画
題
と
し
て
ひ
と
つ
の
行
事
を
選
ぶ

行
為
を
十
ニ
ヶ
月
分
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
各
月
か
ら
行
事
を
選
ぶ
た
め
に

い
て
い
る
が
、
十
月
の
も
の
は
行
列
が
門
に
背
を
向
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
拝

は
自
ず
と
作
者
独
自
の
基
準
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
そ
の
選
択
基
準
の

根
拠
が
、
そ
の
作
者
に
と
っ
て
の
〈
も
う
ひ
と
つ
の
主
題
〉
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
別
稿
に
お
い
て
、
こ
の
観
点
に
立
っ
て
こ
の
「
江
戸
四
時
勝
景
図
巻
」

に
つ
い
て
少
し
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
点
で
の
解
釈
は
、
十
九
世
紀

の
江
戸
再
認
識
と
江
戸
賛
美
の
時
勢
を
受
け
て
最
も
江
戸
ら
し
い
江
戸
を
描
い

た
も
の
だ
ろ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
(6
)。
十
ニ
ヶ
月
全
て
完
全
に
江
戸
の

行
事
と
名
所
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
に
対
し
、
今
も
こ

の
解
釈
に
異
存
は
無
い
。
し
か
し
そ
の
場
で
の
主
た
る
作
業
が
「江
戸
月
次
風

俗
図
」
の
収
集
と
画
題
の
分
類
作
業
と
そ
の
傾
向
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
本
絵
巻
一点
に
対
す
る
細
や
か
な
理
解
が
浅
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

そ
こ
で
今
回
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
み
た
結
果
、
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
の

本
絵
巻
の
題
辞
を
寄
せ
た
松
平
定
信
の
存
在
に
注
意
を
払
う
べ
き
だ
と
い
う
こ

先
に
十
九
世
紀
の
江
戸
再
認
識
の
気
運
と
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
に
つ
い

て
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
同
時
期
に
、
様
々
な
地
誌
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
も
関

係
し
て
い
る
。
こ
こ
で
示
唆
に
富
ん
だ
研
究
と
し
て
取
り
あ
げ
た
い
の
が
、
当

時
の
地
誌
類
に
対
す
る
編
纂
作
業
の
動
静
に
は
、
松
平
定
信
（一
七
六
三
＼
一八

一
七
）
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
白
井
哲
哉
氏
の
研
究
で
あ
る
(7
)。

同
氏
の
説
に
従
え
ば
、
編
纂
事
業
が
積
極
的
に
進
ん
だ
の
は
、
定
信
が
老
中
首

座
に
な
っ
た
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
か
ら
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
時
期
、

3
松
平
定
信
と
そ
の
時
代

と
に
思
い
至
っ
た
。

制
作
意
図

つ
ま
り
〈
も
う
ひ
と
つ
の
主
題
〉
を
リ
ー
ド
し
た
人
物
と
し
て
、
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そ
し
て
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
定
信
と
心
を
通
わ
せ
る
松
平
信
明
（
一

七
六
三
ー
一八
一七
）
が
老
中
首
座
に
な
っ
て
以
降
と
理
解
さ
れ
る
。
定
信
は

こ
の
期
間
、
当
然
自
ら
も
江
戸
の
地
誌
や
幕
府
の
歴
史
を
学
ん
で
き
た
に
相
違

な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
文
化
年
間
半
ば
に
は
、
幕
府
直
轄
の
昌
平
坂
学
問
所
に

お
い
て
林
述
斎
（
一七
六
八
＼
一
八
四
一）
を
中
心
に
再
び
編
纂
事
業
が
活
発

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
九
月

の
神
田
明
神
祭
礼
の
場
面
で
、
遠
景
に
神
田
明
神
の
鳥
居
と
と
も
に
湯
島
の
聖

堂
の
屋
根
が
見
え
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
当
時
、
江
戸
を
語
る
編
纂
事
業
が
そ

の
地
に
お
い
て
熱
心
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け

止
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
時
期
は
、
定
信
を
中
心
に
長
年
進

め
ら
れ
て
き
た
絹
纂
事
業
の
成
果
が
充
分
蓄
積
さ
れ
、
そ
の
事
業
が
さ
ら
な
る

展
開
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
こ
こ
で
改
め
て
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
に
お
け
る
特
徴
を
思
い
返
し

て
み
る
と
、
十
ニ
ヶ
月
分
、
全
て
正
確
に
江
戸
の
土
地
と
行
事
を
描
い
て
い
る

こ
と
、
詞
書
に
お
い
て
取
り
あ
げ
た
行
事
や
場
所
の
故
事
来
歴
に
格
調
が
あ
り
、

丁
寧
に
検
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
ま
た
内
容
も
武
家
の
行
事
、

庶
民
の
楽
し
み
、
市
中
の
風
景
、
郊
外
の
名
所
、
と
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
目

配
り
の
行
き
届
い
た
選
択
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
本
絵
巻
制
作
に

は
、
江
戸
の
歴
史
や
事
情
に
詳
し
い
人
物
、
そ
れ
も
高
度
で
幅
広
い
知
識
を
有

す
る
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
先
に
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
幕
府
の
登
城
行
事
を
ふ
た
つ
も
入
れ
て
い
る
と
い
う
「
江
戸
月
次
風

俗
図
」
と
し
て
は
珍
し
い
発
想
か
ら
、
江
戸
と
い
う
都
市
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
見

暮
ら
し
て
い
た
人
々
の
姿
を
活
写
し
た
も
の
で
、
多
種
多
様
な
人
々
の
姿
が
描

る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
為
政
者
側
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
江
都
四

時
勝
景
図
巻
」
の
制
作
背
景
で
手
腕
を
奮
っ
た
の
は
、
や
は
り
長
年
地
誌
編
纂

と
い
う
仕
事
を
推
し
進
め
て
き
た
松
平
定
信
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
巻
に
関
わ
っ
た
人
物
は
い
ず
れ
も
幕
府
に
親
し
い
人
物
た

ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
壮
大
で
緻
密
な
構
成
の
江
戸
絵
巻
の
イ
メ
ー
ジ
を
具

体
的
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
経
験
豊
富
な
彼
を
お
い
て
他
に

松
平
定
信
が
、
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
の
よ
う
な
江
戸
に
対
す
る
賛
美
の

念
と
考
証
的
な
視
線
を
持
っ
た
絵
巻
に
対
し
て
、
当
絵
巻
の
序
を
書
い
た
よ
う

に
、
何
ら
か
の
立
場
で
直
接
筆
を
と
っ
た
こ
と
が
他
に
あ
る
の
か
ど
う
か
は
浅

学
の
た
め
知
ら
な
い
が
、
定
信
が
本
絵
巻
に
類
す
る
絵
巻
を
所
有
し
て
い
た
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
鍬
形
罵
斎
（
一七
六
四
＼一
八
二
四
）
に
よ
る
文
化
三

年
(
-
八
0
六
）
制
作
「
近
世
職
人
尽
絵
詞
」
と
享
和
―
―
一年
(
-八
01―-）

「東
都
繁
昌
図
巻
」
が
そ
う
で
あ
る
。

「
鍬
形
惹
斎
筆
「
江
戸
一
目
図
屏
風
」

つ
い
て
は
、

は
考
え
に
く
い
。

の

い
ず
れ
も
内
田
欽
三
氏
に
よ
る
論
考

の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
に
詳
し
く
検
証

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
「
江
戸
四
時
勝
景
図
巻
」

質
部
分
と
大
変
よ
く
似
通
っ
て
い
る
(8
)。
た
と
え
ば
前
者
は
、
当
時
江
戸
で

か
れ
て
お
り
都
市
江
戸
の
賑
わ
い
振
り
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か
も
詞
書
は
故
事

来
歴
、
考
証
を
中
心
と
し
た
丁
寧
な
も
の
で
あ
る
。
内
田
氏
が
表
現
す
る
と
こ

ろ
の
〈
江
戸
自
慢
、
現
在
の
肯
定
〉
と
い
う
姿
勢
が
決
定
的
で
あ
る
。
後
者
に

三
つ
取
り
あ
げ
ら
れ
た
繁
昌
の
場
面
が
、
飛
鳥
山
の
花
見
、

の
本

日
本
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橋
の
魚
河
岸
、
両
国
橋
の
花
火
、
と
い
う
江
戸
の
名
所
で
あ
り
且
つ
代
表
的
な

季
節
の
風
物
詩
を
描
い
た
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
当
絵
巻
も
、
こ
の
よ

う
な
画
題
選
択
と
と
も
に
、
題
名
に
「繁
昌
」
と
銘
打
っ
た
点
に
共
通
す
る
姿

勢
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
詞
書
も
同
様
の
観
点
に
立
っ
て
い
る
こ

し
か
し
こ
の
時
代
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
定
信
ら
為
政
者
の
側
に
の
み
生
じ

た
わ
け
で
は
な
い
。
定
信
の
寛
政
の
改
革
に
よ
っ
て
昌
平
坂
学
問
所
が
誕
生
し

た
翌
年
の
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
、
江
戸
に
お
け
る
最
高
の
地
誌
『
江
戸
名

所
図
会
』
の
刊
行
許
可
が
、
ま
さ
に
民
間
人
で
あ
る
神
田
雉
子
町
の
草
分
名
主

斎
藤
幸
雄
(
-
七
三
七
ー
一
七
九
九
）
に
下
り
て
い
る
(9
)。
し
か
も
挿
絵
師

は
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
の
が
浮
世
絵
師
の
北
尾
重
政
（一七
三
九
＼一
八

町
絵
師
の
長
谷
川
雪
旦
(
-七
七
八
ー一
八
四
三
）

―10)
、
最
終
的
に
全
挿
絵
を
担
っ
た
の
は
流
派
に
属
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た

で
あ
っ
た
(10)。
こ
の
よ

う
な
町
絵
師
と
協
力
し
な
が
ら
の
斎
藤
家
三
代
の
編
纂
作
業
の
結
果
、
よ
う
や

＜
刊
行
に
た
ど
り
つ
い
た
孫
の
斎
藤
幸
成
（
月
字
）

と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
11)
0

と
は
、
内
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

は
、
そ
の
凡
例
に
「
東
都

盛
大
の
繁
栄
な
る
事
を
知
ら
し
め
」
と
高
ら
か
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
は

定
信
ら
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
が
目
指
す
も

の
は
鈴
木
章
生
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
「
将
軍
の
お
膝
元
と
い
う
社

会
秩
序
を
認
め
つ
つ
、
そ
こ
に
栄
え
た
町
人
の
町
、
江
戸
の
町
の
姿
そ
の
も
の
」

で
あ
り
、
「
江
戸
町
人
の
目
や
視
点
か
ら
見
た
江
戸
の
繁
栄
を
提
示
」
す
る
こ

つ
ま
り
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か

け
て
展
開
し
た
江
戸
の
再
認
識
、
江
戸
の
賛
美
と
い
う
意
識
と
、
都
市
江
戸
に

対
す
る
考
証
、
そ
し
て
正
確
な
観
察
眼
を
も
と
に
し
た
絵
画
表
現
の
追
求
は
、

(1)
・小
澤
弘
「
江
戸
時
代
を
語
る
・雷
門
江
戸
ば
な
し
続
編
（
六
四
）
ー

【註】
さ
に
定
信
好
み
の
江
戸
関
連
絵
巻
の
集
大
成
だ
と
理
解
で
き
よ
う
。

浅

り
そ
れ
と
同
時
に
、
当
絵
巻
の
誕
生
を
よ
り
大
き
な
時
代
の
趨
勢
の
中
で
と
ら

幕
府
側
に
も
町
人
側
に
も
同
時
に
発
生
し
た
、
そ
の
時
代
全
体
を
覆
う
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」

信
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
考
え
る
が
、

え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
江
都
四
時
勝
景
図
巻
」

そ
れ
は
、
江
戸
再
認
識
と
江
戸
賛
美
の
時
勢
の
中
で
、
松
平
定
信
を
代
表
と
す

る
江
戸
幕
府
に
近
し
い
上
流
文
化
人
た
ち
が
、
最
も
望
ま
し
い
と
思
う
江
戸
の

姿
を
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
鍬
形
意
斎
が
、
定
信
や
そ
の
周

辺
人
物
達
と
の
密
接
な
関
係
の
中
で
制
作
し
た
江
戸
関
連
絵
巻
の
存
在
を
思
う

と
き
、
「
江
戸
月
次
風
俗
図
」
に
し
て
「
江
戸
名
所
絵
」
と
い
う
重
層
的
な
画

題
を
得
て
、
江
戸
の
名
所
・旧
跡
、
当
時
の
風
俗
、
そ
し
て
四
季
折
々
の
行
事

と
暮
ら
し
ぶ
り
を
見
事
に
描
き
き
っ
た
こ
の
「江
都
四
時
勝
景
図
巻
」
は
、
ま

『江
都
四
時
勝
景
図
巻
』
に
つ
い
て
」
（
『
浅
草
寺
』
第
四
一
0
号

草
寺
教
化
部

の
〈
も
う
ひ
と
つ
の
主
題
〉
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

一九九――-）。

究
報
告
』
第
一
号

一九九五）。

の
制
作
は
定

や
は

ー
画
家
・
蒔
絵
師
と
豪
商
の
接
点
ー
」
（
『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研

江
戸
東
京
博
物
館
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刊
行
許
可
が
下
り
た
段
階
で
既
に
重
政
は
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、

が
刊
行
さ
れ
た
。

『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
」
三
号
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

五
六
三
号

款
し
、
文
化
十
一
年
(
-
八
一
四
）
五
十
歳
以
降
「
章
信
」
に
改
め
た

と
い
う
が
、
本
絵
巻
は
文
化
十
三
年
の
作
で
あ
り
な
が
ら
「
彰
信
」
と

署
名
し
て
い
る
。
拙
論
に
お
い
て
は
署
名
を
尊
重
し
、
筆
者
名
を
「
彰

信
」
と
し
た
。

(4)
註
(l)
論
考
参
照
。

(5)
拙
稿
「
江
戸
時
代
「
月
次
風
俗
図
」

館
研
究
報
告
』
第
一
号

物
館
蔵
「
月
次
風
俗
図
」
巻
を
中
心
に
ー
」
（
『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物

江
戸
東
京
博
物
館

(6)
註
(2)
論
考
参
照
。

(7)
白
井
哲
哉
「
江
戸
幕
府
の
書
物
編
纂
と
寛
政
改
革
」
（
「
日
本
歴
史
』
第

日
本
歴
史
学
会

の
主
題
に
つ
い
て
ー
江
戸
東
京
博

一九九五）
。

一九九五）
。

(8)
内
田
欽
三
「
鍬
形
意
斎
筆
「
江
戸
一
目
図
屏
風
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」

一九八九）

(9)
「
江
戸
名
所
図
会
』
は
、
そ
の
後
幸
雄
の
孫
で
あ
る
幸
成
（
月
客
）
が

完
成
さ
せ
、
天
保
五
年
(
-
八
―
―
一
四
）
に
前
編
が
、
天
保
七
年
に
後
編

(10)
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
絵
は
北
尾
重
政
と
い
う
こ
と
で
許
可
も
下
り

て
い
た
が
、
重
政
は
編
纂
作
叢
の
途
中
に
八
十
一
歳
で
没
し
て
い
る
。

二
六
0
頁
二
行
目
、
二
六
三
頁
十
五
頁
よ
り
。

(11)
鈴
木
章
生
『
江
戸
の
名
所
と
都
市
文
化
』
（
吉
川
弘
文
館

る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
0
0
1

)
 

浅
岡
興
禎
思
文
閣

一
九
八
三
）
に
よ
る
と
、
は
じ
め
「
彰
信
」
と

の
挿
絵
が
高
い
評
価
を
得
て
、
江
戸
名
所
絵
の
名
手
と
し
て
名
を
あ
げ

(3)
浅
草
猿
屋
町
代
地
狩
野
家
の
当
主
。
号
は
素
川
、
大
玄
斎
。
『
古
画
備
考
』

会
』
刊
行
と
同
時
に
、
そ
の
緻
密
で
正
確
な
表
現
に
よ
る
名
所
や
風
俗

華
社

(2)
拙
稿
「
江
戸
「
月
次
風
俗
図
」
研
究
」
（
『
園
華
』
第
―
二
四
三
号

一九九九）
。

謁

あ
る
時
期
に
お
い
て
健
康
に
で
も
障
害
が
生
じ
て
雪
旦
に
挿
絵
師
の
座

を
譲
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
引
き
継
い
だ
雪
旦
は
、
『江
戸
名
所
図
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